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レアアースフリー銀含有 
ゼオライト赤色蛍光体

　富士キメラ総研によると，蛍光体市場は白色
LED パッケージの市場動向の推移とリンクし
ている．近年では白色 LED パッケージの主力
用途がバックライト向けから照明向けに変わっ
てきたことで，特に赤や緑といった高演色向け
の蛍光体の需要が伸長しており，2013 年度の
ワールドワイドの出荷量は前年比 150.9％増の
40t，274 億円の市場となっており，2020 年度
では，ワールドワイドの出荷量は 105t，480 億
円の市場と予測されている．
　蛍光体は，白色 LED の性能を左右する非常
に重要な部材であるため，これまではパテント
などで市場における価値が守られてきたが，蛍
光体のユーザーに中国メーカーが増加してきた
ことで，最近ではそれが崩れつつある．すべて
の蛍光体に当てはまるわけではないが，蛍光体
の需要の伸長も踏まえて単価は年々 10％超で
下がっていくと予想されている．
　このような中，当社はフォージャサイト型ゼ
オライトに銀イオンを担持させると紫外線

（UV-B）により，黄色～水色に発光する蛍光
体となることを見いだし，続いて A 型ゼオライ
トに銀イオンを担持させ，特殊な薬剤で処理す

ると 410nm の紫光照射時に赤色（590～630nm）
に発光する蛍光体となることを見いだした．高
演色性の優れた赤色蛍光体である CaAlSiN3:Eu
は高温・高圧下で製造されるため生産性が低く，
現在は数百万円／kg で取引されている．新た
に発見されたレアアースフリー銀含有ゼオライ
ト赤色蛍光体は，基本的にイオン交換法という
ソフトケミカル的な手法で製造される蛍光体で
あるため価格競争力があり，CaAlSiN3:Eu にす
べて置き換われるわけではないが，将来的に有
望な材料であると言える．
　本研究は，（独）新エネルギー・産業技術総合

開発機構（NEDO）より，平成 26 年度希少金
属代替・低減省エネ材料技術実用化開発助成事
業に採択されており，平成 28 年 3 月までに実
用化することを目標としている．

（レンゴー（株）中央研究所　新素材研究グループ　
部長　杉山公寿　連絡先：〒 553-0007　大阪
市福島区大開 4-1-186　E-mail：ko-sugiyama 
@rengo.co.jp）
URL：http://www.rengo.co.jp/news/2014/14_
news_024.html

［2014 年 11 月 27 日］
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銀含有ゼオライト赤色蛍光の蛍光特性
励起波長-発光波長測定

発光波長 （630ｎｍの可視光を発光)
励起波長 （410nmの紫光を吸収)
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ISBN 978-4-8427-0365-7

　第一原理計算，密度汎関数理論，最近よく聞くけど，ほんとの所よく
解らない．第一原理があれば，第二原理や第三原理はあるんだろうか????
……という第一原理計算，密度汎関数理論に興味，関心をお持ちの方に
本書は最適な入門書である．第一原理計算，密度汎関数理論についてそ
の理論と最近の応用例を初学者にもわかりやすく解説している．現在の
密度汎関数理論で議論できることやその限界までもやさしく解説してい
る．これから第一原理計算を始める方，実験研究者で第一原理計算につ

いて学びたい方，計算科学に興味のある学生さんまで幅広いニーズに本
書は応えるものと思われる．
　本書の構成は以下のとおりである．
 1．密度汎関数理論とはなんだろう？
 2．単純な固体の DFT 計算
 3．DFT 計算の実際
 4．固体表面の DFT 計算
 5．振動数の DFT 計算
 6．遷移状態理論による化学反応速度の計算
 7．第一原理熱力学による平衡状態図
 8．電子構造と磁気的性質
 9．非経験的分子動力学法
10．正確さと“標準的な”計算を超えた方法

（編集委員　森分博紀）
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